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北海道日本型直接支払推進協議会
事務局長　雪　田 　仁　司
多面的機能支払交付金における活動組織の自己評価及び市町村による評価について

　本協議会の運営につきましては、日頃よりご理解ご支援を賜り厚くお礼申し上げます。
　このことについて、多面的機能支払交付金実施事務取扱要領（平成27年4月17日付け農設第42号農政部長通知（制定））（以下「道事務取扱要領」という。）等に基づき道協議会を経由し提出頂く必要があることから、次のとおりご案内いたしますので期日までの提出をお願いいたします。
記
１　自己評価・市町村評価の該当活動組織及び市町村と評価様式
（１） 本年度評価に該当する活動組織及び市町村は、№01「Ｒ２自己評価・市町村評価対象年度地区一覧表」のＲ２年度欄に「○（２年目評価）」、「●（４年目評価）」で示しているとおりです。
（２） 該当市町村は、下記の該当活動組織が作成する自己評価（様式第１号）をとりまとめ、道事務取扱要領第９により自己評価・市町村評価様式第２号を作成し、道協議会を経由して知事に提出します。
作成に際しては、ファイル№02「（参考）取組状況評価書作成手順」（以下、ファイル表記省略）を確認するとともに、農林水産省の令和3年1月7日付け事務連絡、№03「多面的機能支払交付金における自己評価及び市町村評価の今後の運用について」を参照してください。
　　※ 評価様式（エクセルデータファイル）
＜活動組織の自己評価様式＞
　　・(№04) 自己評価・市町村評価様式第１号

＜市町村評価及び市町村長から知事への報告様式＞
　・(№05) 自己評価・市町村評価様式第２号
　　　・（別紙）地域資源の適切な保全管理のための推進活動の取組状況評価書　及び　
多面的機能の増進を図る活動の取組状況評価書　　

※市町村における評価（優良・適当等）は、№06「市町村の判断基準のガイドライン」を確認のうえ行ってください。
（３） （２）の様式等は、次のホームページに掲載しますので、アクセスのうえ取得してください。
○　掲載するホームページ　→　水土里ネット北海道　http://www.htochiren.jp
○　掲載場所等
　・トップページ右側にある　「多面的機能（多面的機能支援コーナー）」をクリック
　 　http://www.htochiren.jp/tamen/tamen.html

　・ＮＥＷＳにある、メール件名と同じ記事をクリックしてダウンロード
２　報告（提出）の方法

上記１の（２）、様式第２号及び（別紙）の取組状況評価書については、農林水産省への報告とりまとめ作業の関係から作成のエクセルデータファイルをメールで提出願います。
３　報告（提出）期日
道事務取扱要領第９の２により「４月２５日」までに提出すると定められていますので、実施状況の報告と同じ期日（25日が日曜日のため）、４月２３日まで道協議会に提出願います。
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